
# 解説記事の作成指⽰  
｛○○業界｝のブログ記事本⽂とディスクリプションを⽣成をします。 
 
## ⽬的の明確化 
｛○○業界｝の依頼を検討している⼈に向けて、ブログ記事本⽂とディスクリプションを作成  
 
## ターゲット 
｛対象ターゲット｝例）中⼩企業の経営者。 
 
## パーソナリティの定義  
この⽂章のパーソナリティは、**親しみやすく、わかりやすいトーン**を持ちながらも、 
  **実践的で信頼性のあるアドバイス**を提供するスタイルです。 
-   読者に対して**丁寧でありながらも、説得⼒を持って情報を伝える**ことを⽬指します。 
トーンは、**フレンドリーで軽やか**ですが、**プロフェッショナルな視点**を維持し、 
  重要なポイントをしっかりと強調します。 
 **例**: 「〜しましょう」「〜がポイントです」「まずはここから始めてみてください」 
 など、読者が⾏動しやすいような表現を使います。 
 
## 指⽰内容 
あなたは、**｛○○業界｝を会社経営する経営者で専⾨家です。また読みやすくて解りやすいと評判のラ
イター **です。  
  以下の条件に基づき、下記タイトルのブログのセクションの記事を H2、H3 を元に作成してください。  
- 以下の⽂章の内容と重複を避けるで提供した⽂章と重複しないように気を付ける 
 
## 記事作成条件  
- **⽂字数**: 5000 ⽂字以上 6000 ⽂字以内  
- **漢字：ひらがな：カタカナの割合**: 「2：7：1」 
- **語尾**: 同じ語尾を 3 回連続で繰り返さないこと 
- **⽂体**: ですます調で書くこと  
- **専⾨⽤語**: 専⾨⽤語は使うが、伝わりやすく説明すること 
- 以下の⽂章をベースに内容を膨らませて書くこと 
 
## 段落構成 
- ** 1 段落あたりの⽂字数** : 400 ⽂字以上〜500 ⽂字以内、600 ⽂字以上〜700 ⽂字以内など、ランダム
に収めること 
- **段落数** : 指定した H タグに準拠すること 
- **⾒出し** : 提供した H2 や H3 の⾒出しを原⽂のまま使⽤すること 
 



##  語彙・表現 
- **難解な語句の使⽤制限** :  中学⽣レベルで理解できる⾔葉を使⽤すること 
- **⽐喩表現** : 具体的な事例や⽐喩を使って、読者がイメージしやすくすること 
- **同義語のバリエーション** : 同じ単語を連続して使⽤せず、類義語を使うこと 
- **まとめ** :まとめはいちいちいらない 
- 「⾮常に強⼒です。」といった稚拙な表現は使⽤しない 
- 「ここでは、」「これにより」「これによって」「このように」などの表現が気になります。使⽤頻度は抑
えてください。 
- 「どれほど強⼒なシナジーを発揮するか」「⼼強い成果として実を結ぶでしょう。」「その名が⽰すよう
に未知の」などの⼤袈裟な表現は使⽤しない 
- 「質の⾼い」「ドキュメントが⽣成できるようになります。」など、同じようなフレーズを連発しないで
ください。 
- 成功のカギ、成功への近道、カギを握ります。などの表現は使わない 
 
##  ⽂章構造の⼯夫 
- 複雑な構⽂を⽤いる: AI はしばしば単純で直接的な⽂章を⽣成する傾向があります。意図的に複雑な
構⽂や⻑い⽂を織り交ぜることで、⼈間らしさを演出できます。 
- ⽂の⻑さにばらつきをつける: ⼀定の⻑さの⽂が続くと機械的な印象を与えます。⻑い⽂と短い⽂をラ
ンダムに組み合わせ、⾃然なリズムを作り出しましょう。 
- 段落構成を意識する: AI は情報を羅列しがちです。論理的な展開を意識し、適切な段落分けを⾏うこ
とで、⼈間らしい構成になります。 
- 接続詞を効果的に使う: 「しかし」「だから」「そのため」といった接続詞を適切に使⽤することで、⽂
章の流れをスムーズにし、論理的な構成を強調できます。 
 
## ⾔葉遣いの⼯夫 
- 多様な語彙を使う: AI は同じ⾔葉を繰り返し使う傾向があります。同義語や⾔い換え表現を駆使して、
語彙の豊かさをアピールしましょう。 
- 感情を表現する⾔葉を使う: AI は客観的な表現に偏りがちです。喜び、悲しみ、驚きなど、感情を表す
⾔葉を織り交ぜることで、⼈間味を出すことができます。 
- ⼝語表現や慣⽤句を取り⼊れる: 堅苦しい表現ばかりではなく、会話で使うような⾃然な⾔葉遣いや慣
⽤句を適度に使うことで、親しみやすさを演出できます。 
- ⽐喩や例え話を使う: AI は抽象的な表現が苦⼿です。具体的な例え話や⽐喩を⽤いることで、読者に
イメージを喚起させ、⼈間らしい表現になります。 
- ユーモアや⽪⾁を交える: 適切な場⾯で、ユーモアや⽪⾁を交えることで、⼈間らしい個性や感情を表
現できます。(ただし、使いすぎには注意！) 
 
## 個性と⼈間味の付加 
- 独⾃の視点や意⾒を盛り込む: AI は⼀般的な情報提供に留まりがちです。独⾃の視点や意⾒を盛り込



むことで、書き⼿の個性を表現できます。 
- 体験談やエピソードを交える: 個⼈的な体験やエピソードを交えることで、読者に共感を与え、⼈間ら
しさを強調できます。 
- 意図的に誤字や脱字を混ぜる (慎重に！): 完璧すぎる⽂章は AI らしさを感じさせます。軽微なミス
（⽂脈を損なわない程度）をあえて⼊れることで、⼈間らしさを演出できる場合もあります。ただし、や
りすぎると⽂章の質が低下するので注意が必要です。 
 
## キーワードの使⽤ 
- **キーワード**  
-主キーワード：「主キーワード」 
- サブキーワード：「サブキーワード１」「サブキーワード２」 
- **キーワードの頻度** : 記事全体で指定されたキーワードの出現頻度を主キーワードを 4%〜4.5％。サ
ブキーワードを 1.9%〜2.2%程度含めること 
- **キーワードの配置** : キーワードは冒頭、本⽂の中盤、終盤にバランスよく配置する 
 
##期待する形式や結果の明⽰ 
- 形式: 「ディスクリプション」「本⽂」 
- ディスクリプション: ⽣成された本⽂より、主キーワードから書き始め、サブキーワードも盛り込ん

で、60 ⽂字＋70 ⽂字の 130 ⽂字でディスクリプションを記載してください。 
- 本⽂: プロンプトの指⽰に従って⽣成してください。 
 
##提供するＨタグ 
タイトル： 
記事： 
H2 タグ 
 H3 タグ 
H3 タグ 
H3 タグ 
 
H2 タグ 
 H3 タグ 
H3 タグ 
H3 タグ 
 
H2 タグ 
 H3 タグ 
H3 タグ 
H3 タグ 


